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Ⅰ 令和５年þ 研修事業計画 

 

ÿ 令和５年þ 研修事業計画 

 

ÿÿĀ令和５年þ基本方針 

神奈川県市町x振興協会�1市町x等職員~研修事業を当協会|果�yy}重要事

業~一tx位置付け1T階層w~基本研修1講師養r~�±~講師養r研修及び専門

知識や技能を修得y»専門実務研修~T研修講ÿ~{{1市町x職員中央研修所等|

実施y»研修講ÿØ講{係»経費~助rzyを行い1市町x等~人w育rを支援wv

い»2 

令和Ā年{始まs�新型コロナウイル¹感染症~感染拡大�1s|国~社会経済~

様々z場面{多大z»影響を及|w1当協会~研修事業²講ÿ~中止や実施時期~変

更等を余儀zくさ¼�2 

令和ā年þ�1県ÕをĂ地域{分けv会場を確保wv実施y»<地域分散û小規模

参集型=w研修講ÿを実施w1令和Ă年þ²引}続}<地域分散û小規模参集型=w

研修講ÿを実施y»予定wあs�|1感染|再拡大w��±年þ後半{¹感染対策を

徹底w1当協会研修施設ÿ振興協会研修センタüĀ{参集y»形w研修を実施w�2

こ~間1コロナ禍~Ow得�Ø講者~声やºンライン研修zy~様々z手法{tいv

検討w�|1研修効果~観点{¹集\研修|最適xv断w�2 

令和ă年þ�1当面1新型コロナウイル¹感染症~動向{注視w1引}続}基本的

感染対策を講xtt1当協会研修施設w研修講ÿを実施y»2 

実施y»講ÿ�1令和元年þ~<研修事業~あº方{関y»検討結果報告書=を踏

まえv1講ÿ~Õ容や構rを検証w1再編ry»xx²{1国際連\|定±�ＳÿＧ

ｓを原動力xw�地方創生x~×組やÿＸÿ÷¸タルøラン¹フ¹üメü·ョンĀ~

推進xいs�新�z自治体行政~変革を捉え�研修講ÿを実施y»zy1市町x等|

直面y»喫緊~課Üや行政需要{対応y»講ÿを編rw�2 

 

ÿĀĀ研修講ÿ 

 令和ă年þ�1基本研修1講師養r研修及び専門実務研修1\計 38 講ÿを当協会

研修施設ÿ研修センタüĀ{zいv集\研修w実施y»2 

 

ア 基本研修 

基本研修{tいv�1市町x等職員{必要z知識~修得x能力~向N~�±1こ

¼まw~研修講ÿ~Õ容û構rを再構築w1経験年数や階層{適w�研修講ÿ~充

実を図»2 

   

イ 講師養r研修 

  講師養r研修{tいv�1講義Õ容を再構rw1引}続}Ā講ÿを実施y»2 



2 

 

ウ 専門実務研修 

  専門実務研修{tいv�1こ¼まw~法令系1実務系及び政策系~T講ÿを実施

y»{{1新�{<自治体ÿＸ=及び<ĀＢＰＭ実践ÿ÷üタを活用w�政策立案Ā=

研修講ÿを実施y»2 

 

ÿāĀ研修助成事業 

ア 地域w研修助r 

こ¼まw~Ø講対象講ÿ~実績を踏まえ1主z研修講ÿを集\研修w実施y»こ

x{¹1地域w研修助r制þ�休止y»2 

 

イ 中央研修所等Ø講助r 

市町x等~職員|市町x職員中央研修所ÿ市町xア»÷ミüĀ及び全国市町x国

際文化研修所ÿ国際文化ア»÷ミüĀ並び{技術系職員向け~研修機関wあ»国土

交通大学校及び全国建設研修センタü~研修講ÿÿ集\研修ĀをØ講y»場\1Ø

講経費~ 10分~８を引}続}助ry»2��w1ÿ市町x等~助r限þÝ� 60万

Öxy»2 
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研 修 講 ÿ 名 研修区分 対 象 者 ÿ 目 安 Ā 時 期 日数 回数
ÿ回
人員

計 画
人 員

1 新 採 用 職 員 ÿ 前 期 Ā 新 採 用 職 員 採用ÿ年目~職員 4月 2 3 50 150

2 新 採 用 職 員 ÿ 後 期 Ā 新 採 用 職 員
新採用職員ÿ前期Ā研修
講ÿを受講した職員

10月 1 3 50 150

3 ティüÁンÀ基礎xＯＪＴ 初 級 職 員
採用Ā年からĀ年程þ~
職員

5月 1 3 36 108

4 O 民 対 応 x ¿ ü ü ð 初 級 職 員
採用Ā年からĀ年程þ~
職員

6月 1 3 36 108

5 問 題 発 見 x 解 決 初 級 職 員
採用Ā年からĀ年程þ~
職員

10月 1 3 36 108

6 基 礎 力 向 上 初 級 職 員
採用ÿ年からĂ年程þ~
職員

9月 1 3 36 108

7 協働型úüÀü·ッ÷ 中 堅 職 員
採用ā年から15年程þ~
職員

6月 1 3 36 108

8 ÷ ü ゼ ン テ ü · ョ ン 中 堅 職 員
採用ā年から15年程þ~
職員

9月 1 4 20 80

9 コ ü Á ン À 中 堅 職 員
採用ā年から15年程þ~
職員

11月 2 3 36 108

10 政 策 形 成 中 堅 職 員
採用ā年から15年程þ~
職員

1月
2月

2 2 36 72

11 ¿ ü ü ð 対 応
úüÀüû監
督 者 級 職 員

úüÀüû監督者級職員
10月
11月

2 2 50 100

12 ñ ン ¿ û ø û ¹
úüÀüû監
督 者 級 職 員

úüÀüû監督者級職員 2月 1 3 50 150

13 マネ¸ñントÿ初級Ā
úüÀüû監
督 者 級 職 員

新任~係等長 5月 2 2 36 72

14 マネ¸ñントÿ中級Ā
úüÀüû監
督 者 級 職 員

課長補P又�係長職 11月 1 2 36 72

15 マネ¸ñントÿ上級Ā 管 理 者 新任~課等長 7月 2 2 36 72

16 次 世 代 ~ 職 員 x 組 織 管 理 者 部û課長級職員 11月 1 1 36 36

17 多 文 化 対 応 力 向 上 一 般 職 員
採用ÿ年からúüÀüû
監督者級職員まw~職員

11月～
1月

1 3 30 90

18 O 民 x ~ 協 働 一 般 職 員
採用ÿ年から新任係等長
まw~職員

6月
8月

2 2 36 72

19 災害に関する危機管理 一 般 職 員
採用ÿ年から新任課等長
まw~職員

5月
6月

2 2 36 72

小計 67 49 1,836

２　令和５年þ　研修講ÿ実施計画
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研 修 講 ÿ ] 研修区分 対 象 者 ÿ 目 安 Ā 時 期 日数 回数
１ 回
人 員

計 �
人 員

1 ß 内 講 師 養 成 研修~講師xzる職員 1o 2 2 20 40

2 接 遇 研 修 指 ^ 者 養 成
接遇研修~講師xzる職
員

1o 2 1 20 20

_計 6 3 60

1 民 法 法 令 系
民法~基礎を学ぼうxす
る職員

8o 3 2 50 100

2 地 方 自 治 法 法 令 系
地方自治法~基礎を学ぼ
うxする職員

9o 1 1 50 50

3 行 政 法 法 令 系
行政法~基礎を学ぼうx
する職員

8o 2 1 50 50

4 行 政 争 訟 法 法 令 系
行政争訟法~基礎を学ぼ
うxする職員

9o 2 1 50 50

5 法 制 執 務 ÿ 入 門 Ā 実 務 系
採用１年か¹ÿ年程þ~
職員

5o 1 2 50 100

6 法 制 執 務 ÿ 基 礎 Ā 実 務 系
採用３年か¹10年程þ~
職員

10o 2 2 50 100

7 財 務 事 務 実 務 系
財務~基礎を学ぼうxす
る職員

7o 4 1 50 50

8 市 � 村 民 税 実 務 系
市�村民税~基礎を学ぼ
うxする市�村民税業務
{携わる職員

7o 4 1 50 50

9 固 定 資 産 税 実 務 系
固定資産税~基礎を学ぼ
うxする固定資産税業務
{携わる職員

6o 5 1 50 50

10 用 地 事 務 実 務 系
用地関係事務~基礎を学
ぼうxする用地業務{携
わる職員

5o 4 1 50 50

11 公営企業会計ÿ入門Ā 実 務 系
公営企業会計~基礎を学ぼうx
する公営事業在職又�\会計業
務{携わる１年程þ~職員

12o 2 1 50 50

12 公営企業会計ÿ基礎Ā 実 務 系
公営企業会計~基礎を学ぼうx
する公営事業在職又�\会計業
務{携わる３年程þ~職員

12o 2 1 50 50

13 情報発信力向上・ＳĀＳ活用 実 務 系
ＳĀＳp効活用を推進し
¸うxするß報業務{携
わる職員

9o 2 1 36 36

14 自 治 体 ÿ Ｘ 実 務 系
採用Ā年か¹新任係等長
まw~職員

2o 2 3 36 108

15 研 修 担 当 職 員 実 務 系 研修業務{携わる職員 4o 1 1 32 32

16 Ā Ｂ Ｐ ÿ 実 践 政 策 系
採用Ā年か¹新任係等長
まw~職員

1o
2o

2 3 36 108

17 政 策 法 務 政 策 系
条例規則~立案・改廃~基礎
的知識をpする採用Ā年か¹
新任係等長まw~職員

8o 3 1 30 30

_計 56 24 1,064

  5
合計 129 76 2,960

体系
区分
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研 修 講 ÿ 名 目 標
研 修 内 容

(都\{¸º変更す»こx|あº~す2)

1
新 採 用 職 員
ÿ 前 期 Ā

市�x職員xwv~自覚x意識~確立を
図º1執務{必要z基礎的{t一般的知
識及び�術を修得す»こx{¸º1職場
x~適応力を養う2

d接遇<接遇xコÿュûÁü·ョン=
e公文書作成~基礎

2
新 採 用 職 員
ÿ à 期 Ā

採用à半年~ß務経験を踏~え1市�x
職員xwv~自覚をÐすxx�{1必要
z知識を修得す»こx{¸º1職務遂行
能力~向Nを図»2

d情報»½ュúö³
e接遇õ¹ýü²ó÷

3
ö ³ ü Á ン À
基 礎 x ā Ｊ Ā

業務経験~浅い職員~指導{当た»際~
意識を学び1指導{必要zß践的z知識
及び�術を修得す»2

d人w育成~基礎
e初級職員xwv~ö³üÁンÀ
f職場āＪĀ手法

4
O 民 対 応 x
¿ ü ü Ā

O民対応~Ý要性を認識す»xx�{1
望~wいO民対応|w}»基本的z能力
~向Nx苦情や要望zy{対す»Ø�
方1答え方1解決~方法等1¿üüĀ対
処方法を修得す»2

d顧û(O民)満足þx�
eāÿを支え»基本þúü
f}�û話す
g来û対応時~þúü
h電話応対
i¿üüĀ対応~４t~基本手順
jÁü¹別¿üüĀ対応方法
kÁü¹¹¿÷³

5 問題~見x解決
自¹問題や課題を~見w1解決策を立
案ûß行す»�術を修得す»2

d問題解決÷ý»¹x論理的思考力
e問題~原因V析
f問題~真因追求x解決策~立案
g解決策~ß行x組織を巻}込�方法

6 基 礎 力 向 N
地方自治体職員{求�¹¼»基礎的z能
力を網羅的{学び1業務を遂行す»た�
~ß践す»力を修得す»2

d自V~振º返º
e思考力を高�»
f思考力を情報収集{活{す
g論理的思考力を®明{活{す
h段×º力を高�»
i問題解決~方策

7
協 働 型
úüÀü·ó÷

自V自身~úüÀü·ó÷~特性や傾向
を知»xx�{1今1必要xu¼»協働
型úüÀü·ó÷~本質を理解wß践す
»�術を修得す»2

dúüÀü·ó÷~本質を理解w望~¼»
úüÀ·ó÷を考え»2
eN司û先輩x~関Ï性を強�»戦略的ü¹
þネ¸āンøを身{t�»2

8
÷ ü ¼ ン
ö ü · ョ ン

V{ºやす�1的確{相手{伝え»た�
~÷ü¼ンöü·ョン~�法を修得す
»2

d内容を論理的{構成す»�術
e¹ù´ùw素早�伝Ôす»�術
f全身w®得的{表現す»�術
g総\演習

9 コ ü Á ン À

管理監督者~責務û役割を再認識す»x
x�{1個人|内面{持t可能性を引}
出w1や»気x成長を支援w1真{自~
的z職員を育成す»コüÁンÀ~手法を
修得す»2

dOJT指導~ý´ンø再確認
eコüÁンÀ¹½û~定義
fö³üÁンÀxコüÁンÀ~Õい
g�認~¹½û
h交流V析～コÿュûÁü·ョン傾向V析～

10 政 策 形 成
政策形成{必要z事業価値~考え方1仮
®思考1情報~信x情報感知{tいv学
ぶ2

d政策形成x�
e政策体系~理解
f政策形成~÷ý»¹
g価値~言語化
h仮®思考
i情報~信
j情報感知

３　令和５年þ　個別研修講ÿの内容
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研 修 講 ÿ 名 目 標
研 修 内 容

(都\{¸º変更す»こx|あº~す2)
区 V

11 ¿ ü ü Ā 対 応
O民対応~Ý要性を認識す»xx�{1
監督者xwv~立場{¹1¿üüĀ~対
処方法を修得す»2

dāÿÿO民満足Āx¿üüĀ
e最近~¿üüĀ~傾向V析
f¿üüĀ¿´÷別~対応方法
g¿üüĀ事例演習
h¿üüĀ対応~基本手順ÿ初期対応Ā
i¿üüĀ対応x法ß基礎
j¿üüĀ対応xāン¿ûøû¹

12 āン¿ûøû¹

úüÀü職員û管理監督者{求�¹¼»
āン¿ûøû¹{tいv理解を深�»x
x�{適Wz対処法を修得w1管理能力
~向Nを図»2

d¹øü¹社会~現状を知»
e¹øü¹を振º返»
fāン¿ûøû¹対応～管理職~役割
g職場~āン¿ûøû¹1最近~事情
h必要zコÿュûÁü·ョン
i»ûõÁ²{必要zこx

13
þ ネ ¸ ā ン ø
ÿ 初 級 Ā

Ï長職xwvÝ要z事業~þネ¸āン
ø1職員~þネ¸āンøをß践事例等を
通wv具体的z活動を理解w1�術~修
得を図»2

d総論
e仕事~管理
f業務~見直w
g´ン¿üĀû課題
h組織内連携
i組織文化~創造
j¿´Āþネ¸āンø

14
þ ネ ¸ ā ン ø
ÿ 中 級 Ā

課長補P職xwv~戦略1組織1職員~
þネ¸āンø{tいv1ß践事例を通w
v具体的z活動を体系的{修得す»2~
た1āン¿ûøû¹ûÿù¹āンø等適
Wz労務管理能力~向Nを図»2

d総論
e戦略~策定
f業務~見直w
g人事評価xþネ¸āンøを結びt�»
h労務管理ÿāン¿ûøû¹ûÿù¹āン
øĀ

15
þ ネ ¸ ā ン ø
ÿ N 級 Ā

管理者xwv1必要z幅ßい視Þx識見
を養うこx{¸º1先見性~あ»管理運
営能力~向Nを図»2

d総論
e戦略~策定
fÝù事業~選定
g事業~¹¿ùó÷
h情報伝Ô
iú¹¿þネ¸āンø
j年þ計�
k目標設定x行動計�

16
次 世 ï ~
職 員 x 組 織

部O|持v»力を最大限{~揮wv活躍
w}»組織風土~醸成~た�~組織~�
vすy}姿ÿ組織ビ¸ョンĀを策定す»
戦略型þネ¸āンøを修得す»2

d総論
e次世ï育成
f職員編成
g組織文化~創造
h目標設定x行動計�

17
多 文 化 対 応 力
向 N

県内{ß�居Owvい»外ÿ人O民|行
政µüビ¹を利用w}»¸う1自治体職
員|外ÿ人O民~社会的背景を理解w1
<やuwい日本語=や通»等~活用方法
を学び1多文化対応能力~向Nを図»2

d異文化コÿュûÁü·ョン
e神奈川県w暮¹す外ÿ人{tいv
f<やuwい日本語=

18 O 民 x ~ 協 働

自治体xO民x~あº方を概念的1論理
的z思考方法を用いv明¹{{wvい�
xx�{1参à型行政~推進を図»た�
{必要z知識~修得を図»2

d人口減少社会x自治体~対応
eO民協働~在º方x考え方
fO民参à型行政を進�»た�~方策
gO民参àû協働{tいv~Àûü÷ワü¿
h協働事業提案制þx規制改革
iĀĂā(市民活動Ā政策~意味x課題
jO民参à型行政を進�»た�~方策

19
災 害 { 関 す »
危 機 管 理

市�x等職員~現行防災制þ{関す»基
礎的知識~向Nx自然災害~生時{z�
»応急対策活動{z�»ß務能力~向N
を図»xx�{1全ßl断的z活動体制
構築~Ý要性{tいv意識~向Nを図
»2

d現行防災制þ~要ù
e災害~質的変化x防災対策~考え方
fÝ要政策~要ù
g災害対策本部活動x~備え
h事例研究û課題検討

基

本
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修
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研 修 講 ÿ 名 目 標
研 修 内 容

(都\{¸º変更す»こx|あº~す2)
区 V

20 ß 内 講 師 養 成
ß内講師xwv1必要z基礎知識及び�
能を修得す»こx{¸º1職員研修~充
ßÐ進を図»2

d研修û講ÿw押uえ»ý´ンø
e講ÿ設計~全体像
fØ講者~積極性を引}出す<場=u�º
g研修設計~öùó·ュ²ó÷
h模擬講ÿ
iØ講者~自主性û積極性を引}出す<場=
u�º
j本番{向�v

21
接 遇 研 修
指 導 者 養 成

接遇研修指導者xwv1必要z知識及び
指導�術を修得す»こx{¸º1接遇研
修~充ßを図»2

d接遇指導x行政µüビ¹
e接遇xコÿュûÁü·ョン
f接遇指導~た�~基本理解
g講師{必要z講義力－®明力
h講義力を支え»周辺�術
iüó¹ン÷ùン作成~ý´ンø
j指導~準備
k®得力あ»接遇講師を目指wv

22 民 法

法ß学~中w�身近w入ºやすい民法{
tいv1基礎知識を修得す»こx{¸
º1<法的z�~~見方ÿúü¼û»ン
¹1úü¼ûþ´ンùĀ=を養い1地方
自治体職員xwv~法適用能力~向Nを
図»2

d民法概®
e法ß行úx契約
f不法行ú
gï理x保証
h物件
i担保物k

23 地 方 自 治 法
地方自治~考え方x地方自治法{tいv
~理解を深�1自治体職員{必要z基礎
知識x考え方を修得す»2

d地方自治~考え方
e自治体~法制þx条例
f地方Vk~推進
g自治体を��»環境変化x地方自治法

24 行 政 法

行政法{tいv基本的z知識を修得す»
こx{¸º1職務遂行能力~向Nを図»
xx�{1<行政Ï訟法=等を学ぶ際~
基礎力を身{t�»2

d行政法x�何{
e法ß{¸»行政~原理x行政法体系
f行政組織{関す»法
g行政作用{関す»法
h行政救済{関す»法

25 行 政 Ï 訟 法

行政N~Ï訟{関連す»法ß{tいv1
ß際~事例を参照wz|¹理解を深�1
基礎知識を修得す»こx{¸º1職務遂
行能力~向Nを図»2

d行政法~基本的z考え方
e行政Ï訟法
fÿ家賠償法
g地方自治{{{わ»特殊z¼訟

26
法 制 執 務
( 入 門 Ā

条例û規則~立案û改廃{tいv基礎知
識を学ぶ段階xwv1法~仕組�等を理
解w1条例û規則を正w�¯�力を養
う2

d法ð~種類
e法ð文~表現
f法ð~生成循環過程

27
法 制 執 務
( 基 礎 Ā

条例û規則~立案û改廃û改正ß務{必
要z知識を修得w1法制執務能力~向N
を図»2

d法~種類
e法ð文~表現
f演習ÿ表現Ā
g法~形式
h法~構成
h一部改正
i演習ÿ形式&一部改正Ā

28 財 務 事 務
財務{関す»基礎的知識を体系的{修得
す»こx{¸º1職務遂行能力~向Nを
図»2

d収入û支出
e財産
f契約
gÎ算û決算
※こ~研修講ÿ�1Ø講科目選þ制wす2
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研 修 講 ÿ 名 目 標
研 修 内 容

(都\{¸º変更す»こx|あº~す2)
区 V

29 市 � x 民 税

d地方税法総則û不服審査
e市�x民税ÿ個人Ā
f市�x民税ÿ法人Ā
g所得税法
※こ~研修講ÿ�1Ø講科目選þ制wす2

30 þ 定 資 産 税

d地方税法総則
e土地~評価û課税
f家屋~評価û課税
g償却資産
hþ定資産税~事務x�記制þ
※こ~研修講ÿ�1Ø講科目選þ制wす2

31 用 地 事 務
用地関Ï事務を遂行す»た�{必要z知
識を修得す»こx{¸º1職務遂行能力
~向Nを図»2

d用地事務
e用地¿収~税制þ
f不動産�記
g不動産~鑑定評価
※こ~研修講ÿ�1Ø講科目選þ制wす2

32
公 営 企 業 会 計
ÿ 入 門 Ā

水Ó事業や病院事業等1公営企業~根本
基準や経営{関す»事務処理{tいv基
礎的z知識を身{t�1職務遂行能力~
向Nを図»2

d公営企業経営改革~全体像
e地方公営企業法~概要
f官ß会計
g企業会計~相Õù
h損益計算書
iÀ借対照表~意義
j複式簿記
k仕»
l~生主義

33
公 営 企 業 会 計
ÿ 基 礎 Ā

水Ó事業や病院事業等1公営企業~根本
基準や経営{関す»事務処理{tいvß
務{必要z知識を身{t�1職務遂行能
力~向Nを図»2

d地方公営企業会計制þ見直w~概要
e½ャó·ュõýü計算書~作成
f公営企業会計{z�»Î算
g財務書類作成手順
h財務書類~活用
i経営戦略~見直wxþ本的z改革

34
情報~信力向N
û ÿ Ā ÿ 活 用

T市�x~魅力をÿĀÿwy~¸う{~
信w1地域O民~皆様xy~¸うz関Ï
性を築いvい�{xいう観ùw1ÿĀÿ
~有効活用や投稿~企�や記事作成方法
zyを学び1ß報活動~推進を図»2

dÿĀÿ~基礎知識
eÿĀÿを有効{使う
fÿĀÿを安全{使う
g地域öùン÷³ンÀを考え»
hコンöンô~企�
iコンöンô~作成
jýþ的{~信w}»体制u�º

35 自 治 体 Ă Ｘ
職場~ĂＸを推進す»た�1必要z¹½
û~修得x職務遂行能力~向Nを図»2

dĂＸÿ÷¸¿ûøùン¹õ¹üāü·ョ
ンĀx�
e自治体{z�»ĂＸ~在º方
f事例~ý´ンø
gĂＸを成ßuせ»政策形成手法
hÁü¹¹¿÷³{¸»ワü¿·ョó÷

36 研 修 担 当 職 員

人w育成1能力開~~た�~手法や研修
担当者xwv持ty}意識zy1研修業
務{必要z知識を修得w1職務遂行能力
~向Nを図»2

d自治体{z�»研修
e研修設計~基礎
f´ン¹øù¿·ョúûû÷¶´ンを知»
g研修設計演習

37 ă Ā Ă ÿ ß 践

ăĀĂÿ<¸ビ÷ン¹ÿ÷ü¿û\理的
根拠Ā{基u�政策立案=~概念を学
び1有益z情報û÷ü¿を集�1そ~情
報û÷ü¿~活用方法x企�立案~進�
方を修得す»2

d政策形成を×º巻�現状x課題
eĂĂāÿ~課題xそ~先x(āÿĂĂ)
f¸ビ÷ン¹ùü¹~政策形成
g´ン÷óøû²ウø÷óø²ウø»Ā
h政策形成~考え方û捉え方

38 政 策 法 務

政策をß現す»た�{必要z法的z�~
~考え方1法制þを理解w1条例û規則
xwv制þ化す»~{必要z能力を修得
す»2

d政策法務~基礎
e政策法務~ß践
f条例~¯�方ût�º方
g<使う=た�~法制執務
h条例案を作成
i条例u�ºÀûü÷演習
j演習成果~表û質疑応答

税務事務~執行{当たsv必要z基礎的
知識~修得xß務N~問題を検討す»こ
x{¸º1職務遂行能力~向Nを図»2
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ÿ　令和Ā年þ研修講ÿ実施¹ケ¸ュール
ÿ月 Ā月 ā月 Ă月 ă月 Ą月

新採用職員ÿ前期Ā 住民対応と¿レüð マネ¸ñントÿ上級Ā 民法 行政争訟法 新採用職員ÿ後期Ā

研修担当職員 協働型リüðü·ップ 市町村民税 行政法 基礎力向上 ¿レüð対応

法制執務ÿ入門Ā 住民との協働 財務事務 政策法務 プレゼンテü·ョン 問題発見と解決

ティüñンÀ基礎とOJT 固定資産税 地方自治法 法制執務ÿ基礎Ā

マネ¸ñントÿ初級Ā 情報発信力向上ûSNS活用

災害に関する危機管理

用地事務

新採用職員ÿ前期Ā 法制執務ÿ入門Ā 災害に関する危機管理 マネ¸ñントÿ上級Ā 民法

0d4/6û7 0d5/8 e6/5û6 0d7/6û7  d8/2û7û8

0e4/10û11 0e5/9 ÿ2日 2回 36人Ā 0e7/18û19 e8/23û24û28

0f4/12û13 (1日 2回 50人Ā ÿ2日 2回 36人Ā ÿ3日 2回 50人Ā

ÿ2日 3回 50人Ā

研修担当職員 ティüñンÀ基礎とOJT 住民対応と¿レüð 市町村民税 行政法

04/26 0d5/11 0d6/8 0 7/11～14 8/15û16

ÿ1日 1回 32人Ā 0e5/12 0e6/13 ÿ4日 1回 50人Ā ÿ2日 1回 50人Ā

0f5/16 0f6/15

ÿ1日 3回 36人Ā ÿ1日 3回 36人Ā

マネ¸ñントÿ初級Ā 協働型リüðü·ップ 財務事務 政策法務

d5/18û25 0d6/9  7/25～7/28 8/21û22û29

e5/19û26 0e6/14 ÿ4日 1回 50人Ā ÿ3日 1回 30人Ā

ÿ2日 2回 36人Ā 0f6/20

ÿ1日 3回 36人Ā

災害に関する危機管理 住民との協働 住民との協働

d5/22û23  d6/22û23  e8/31û9/1

ÿ2日 2回 36人Ā ÿ2日 2回 36人Ā ÿ2日 2回 36人Ā

用地事務 固定資産税

5/29～6/1 6/26～28130

ÿ4日 1回 50人Ā ÿ5日 1回 50人Ā

※ÿ000Ā内�1１回当たり~日数1回数1１回当たり~定員2

受
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９月 10月 11月 12月 ÿ月 Ā月

コüチンÀ 公営企業会計ÿ入門Ā 接遇指導者養成 ñンタûøû¹

マネ¸ñントÿ中級Ā 公営企業会計ÿ基礎Ā 政策形成 自治体DX

多文化対応力向上 庁内講師養成

次世代の職員と組織 EBPM実践

行政争訟法 新採用職員ÿ後期Ā コüチンÀ 公営企業会計ÿ入門Ā 接遇指導者養成 ñンタûøû¹

9/4û11 d10/2   d11/6û7 12/5û6 1/17û18 d2/1

ÿ2日 1回 50人Ā e10/3 e11/20û21 ÿ2日 1回 50人Ā ÿ2日 1回 20人Ā e2/2

f10/4 f11/29û30 f2/15

ÿ1日 3回 50人Ā ÿ2日 3回 36人Ā ÿ1日 3回 50人Ā

基礎力向上 ¿üüð対応 マネ¸ñントÿ中級Ā 公営企業会計ÿ基礎Ā 多文化対応力向上 EBPM実践

　d9/5 d10/18û19 d11/9 12/12û13 f1/19 e2/5û6

　e9/15 ÿ2日 2回 50人Ā e11/10 ÿ2日 1回 50人Ā ÿ1日 3回 36人Ā f2/7û8

　f9/22 ÿ1日 2回 36人Ā ÿ2日 3回 36人Ā

ÿ1日 3回 36人Ā

÷üゼンテü·ョン 問題発見と解決 ¿üüð対応 多文化対応力向上 政策形成 政策形成

　d9/7 d10/23 e11/15û16 e12/18 d1/22û23 e2/13û14

　e9/8 e10/24 ÿ2日 2回 50人Ā ÿ1日 3回 36人Ā ÿ2日 2回 36人Ā ÿ2日 2回 36人Ā

　f9/19 f10/25

　g9/28 ÿ1日 3回 36人Ā

ÿ1日 4回 20人Ā

地方自治法 法制執務ÿ基礎Ā 多文化対応力向上 庁内講師養成 自治体DX

9/14 d10/26û27 d11/17 d1/11û25 d2/19û20

ÿ1日 1回 50人Ā e10/30û31 ÿ1日 3回 36人Ā e1/12û26 e2/21û22

ÿ2日 2回 50人Ā ÿ2日 2回 20人Ā f2/26û27

ÿ2日 3回 36人Ā

情報発信力向上ûSNS活用 次世代の職員と組織 EBPM実践

9/26û27 11/22 d1/29û30

ÿ2日 1回 36人Ā ÿ1日 1回 36人Ā ÿ2日 3回 36人Ā
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　令和５年þ　研修講ÿ実施¹ケ¸ューûÿカüンダーĀ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金

ă
月 昭

和
~
å

Ą
月

※上記~å程ÿÎ定Āw実施し~すが1掲載以外~講座wå程調整が可能z場合�追っv連絡し~す2

þ
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¸
ñ
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初
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e

憲
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e
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d
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d
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f
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d
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Ā
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ÿ
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d
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x
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d

用
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x
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初
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d
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初
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土

山
~
å

財
務
事
務

民
法
e

政
策
法
務

ć
月

Ĉ
月

行
政
Ï
訟
法

行
政
Ï
訟
法

海
~
å

þ
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¸
ñ
ン
ト

ÿ
上
級

Ā
e

政
策
法
務

住
民
x
~
協
働
e

秋
分
~
å

住
民
x
~
協
働
e

基
礎
力
向
上
d

基
礎
力
向
上
e
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向
上
f
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·
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d
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e
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ü
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f
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法
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活
用
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e
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~
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民
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d

þ
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Ā
d
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税
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å 月 火 水 木 金 土 å

公
営
企
業
会
計

ÿ
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見
x
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決
d

法
制
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務

ÿ
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Ā
d

法
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務

ÿ
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礎

Ā
e
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ð
対
応
e

多
文
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対
応
力
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上
d
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ー
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e

次
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代
~
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員
x
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織
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f

公
営
企
業
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計

ÿ
入
門

Ā

問
題
発
見
x
解
決
e

問
題
発
見
x
解
決
f

Ā
ÿ
月

1

1

月

1

2

月

新
採
用
職
員

ÿ
後
期

Ā
d

新
採
用
職
員

ÿ
後
期

Ā
e

新
採
用
職
員

ÿ
後
期

Ā
f

¿
ü
ー

ð
対
応
d

文
化
~
å

コ
ー

Á
ン
À
d

þ
ネ
¸
ñ
ン
ト

ÿ
中
級

Ā
d

þ
ネ
¸
ñ
ン
ト

ÿ
中
級

Ā
e

多
文
化
対
応
力
向
上
e

勤
労
感
謝
~
å
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ÿ 令和Ă年þ研修事業実施状況 

 

Ā 令和Ă年þ研修講ÿ別実施概要 

ÿÿĀ基本研修 

ÿĀĀ講師養成研修 

ÿāĀ専門実務研修 

ÿĂĀ研修助成 

 

ā 令和Ă年þ市町村別研修講ÿ修了人員一覧表 

 

※新型コロナウイルス感染症~影響{¸º1年þ前半�研修を実施

で}z{った2年þ後半�1感染防止対策を講xz|¹振興協会研

修施設{参集y»形で研修を実施wた2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



区分 № 講 ÿ 名 対 象 実 施 時 期 日数 人員

ÿÿ回ĀĀ月Ą日 1 39

ÿĀ回ĀĀ月ą日 1 27

ÿā回ĀĀ月Ć日 1 43

ÿĂ回ĀĀ月ć日 1 27

計0 4 136

ÿÿ回Āÿ月11日112日 2 47

ÿĀ回ĀĀ月Ā日1ā日 2 40

計0 4 87

ÿÿ回Ā12月19日120日 2 38

ÿĀ回Āÿ月24日125日 2 29

計0 4 67

ÿÿ回Ā12月Ć日1ć日 2 29

ÿĀ回Ā12月15日116日 2 20

計0 4 49

ÿÿ回Ā11月18日 1 39

ÿĀ回Ā11月28日 1 37

計0 2 76

ÿÿ回Ā11月10日111日 2 36

ÿĀ回Āÿ月16日117日 2 24

計0 4 60

ÿÿ回ĀĀ月15日 1 43

ÿĀ回ĀĀ月16日 1 45

計0 2 88

ÿÿ回Ā10月31日111月ÿ日 2 19

ÿĀ回Ā11月Ć日1ć日 2 36

計0 4 55

ÿÿ回Ā11月24日125日 2 9

ÿĀ回Ā12月ÿ日1Ā日 2 8

計0 4 17

ÿÿ回Ā11月Ā日1ą日 2 47

ÿĀ回Ā11月21日122日 2 47

計0 4 94

ÿÿ回Ā11月14日115日1
16日117日

4 78

計0 4 78

ÿÿ回Ā12月Ą日1ą日 2 35

ÿĀ回Ā12月13日114日 2 22

計0 4 57

１　令和４年度研修事業実施状況

基

本

研

修

1 新 採 用 職 員 採用ÿ年目~職員

2
住 民 対 応
ÿ 接 遇 Ā

採用Ā年目からă年目
まw~職員

5
災 害 { 関 す る
危 機 管 理

全職員

4 住 民 x ~ 協 働 採用Ā年目以上~職員

3 企 画 力 開 発
採用Ā年目から10年目
まw~職員

6 コ ü Á ン À úüÀüû監督者級~職員

7

¿ ü ü ð 対 応
ÿ ú ü À ü û
監 督 者 級 Ā

úüÀüû監督者級以上
~職員

8 ñ ン ¿ û ヘ û ¹
úüÀüû監督者級以上
~職員(部課長級職員含
む)

9 マ ネ ¸ ñ ン ト 部課長級職員

計00Ć講ÿÿ18回Ā0028日00618人

1
法 制 執 務
ÿ 基 礎 Ā

法制執務~基礎を学ぼう
xする採用Ą年目以上~
職員

計00ÿ講ÿÿĀ回Ā00Ă日0017人

専

門

実

務

研

修

講

師

養

成

研

修
1 庁 内 講 師 養 成 研修~講師xzる職員

中0000止

計00ā講ÿÿă回Ā0012日00229人

0合計    12講ÿÿ25回Ā0  44日0  864人

2 用 地 担 当 職 員
用地関係事務~基礎を学
ぼうxする職員

3 公 営 企 業 会 計

公営事業{在職又�公営事
業{関わる業務{従事する
実務経験年数Ā年未満程þ
~職員
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２　令和４年þ研修講ÿ別実施概要

ÿ１Ā基本研修

研修講座名 新採用職員　研修講座

目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

3.0 株式会社 話w方研究所0講師 吉 武 治 美

18

市町村職員xwv~自覚x意識~確立²÷º1執務{必要z基礎的{tN般的知
識及び技術²修得y»sx{¸º1職場x~適応力²養う2

講0000000000師
時間数

136人

研修科目

受講者{¹~感想û意見等

û公務員xwv�²�½³1人xwvÿ社会人xwvĀ学ぶy}sx²��u³教えvい�
0�}1xv²勉強{zs�Ā日間ww�2
û全体的{1研修²受講y»前x�違い1身|引}締まs�気|wまw�2民間企業x�違
0い1情報や書類関係|y¼�け厳wい²~z³�x実感wまw�2s~Ā日間~経験û学
0³�事²忘¼z{今後1やsvい}�いx思いまw�2
ûĀ日間~研修²通xv1公務員xwv必要z倫理zy~専門性や周öx~気配º1事務処
0理{関y»知識²学びまw�2今後�1研修w学³�事²実践w1職務{役立vvい}�
0いx思いまw�2
ûO寧w分{ºやy�1実践的z研修wあs�2
û公文書作成{zけ»基礎的z知識²習得y»sx|w}�2
û日t½~応対~重要性²改±v感x»sx|w}�2

採用ÿ年目~職員

第ÿ回0令和ă年Ā月Ą日
第Ā回0令和ă年Ā月ą日
第ā回0令和ă年Ā月Ć日
第Ă回0令和ă年Ā月ć日

接遇xコミュニケüショ
ン

公文書~基礎 3.0
株式会社 ~·う{い
法制執務û文書事務研修講師

松 尾 弘 子



研修講座名 住民対応ÿ接遇Ā　研修講座

目0標

対0象

ß施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0 株式会社 ´ンソüス0講師 遠 藤 智 子

19

住民対応~重要性を認識w1望まwい住民対応|w}»基本的z能力~向上を図
»xx²{1苦情や要望zy{対y»受け答え1解決方法等1クレüム対処方法
を修得y»2

�x±{～顧û満足x�～
CSを支え»基本マナü
言葉遣いûm語
}くû話y
来û応対時~マナü
電話応対
ÿ日目まx±
前日~振º返º
クレüムx�
クレüム対応~Ăt~基本
手順
ケüス別クレüム対応方法
組織xwvい{{クレüム
対応y»{
ケüススタデ³
Ā日間~まx±

受講者{¹~感想û意見等

û具体的z事例を知»こx|w}�こxやワüクをxzwv様々z考えを知»こx|w}
0�2
ûà市職員~方々x考えを共pwz|¹1研修を進±vいくこxw1自分一人w�思い至¹
0zい考えや対応~ß方を知»こx|w}まw�2
û今回~研修を受けv{¹1職場w~電話対応や窓口対応w意識wz|¹対応wvい»~w
0xv²為{zsvい»x思いまy2
û応対{tいv自分w考え1ペ²や全体w内容を共pw�こxw¸º理解|深まº1自分~
0引}出w²増えまw�2
û根拠x共{説明wvく�さs�~w1ÿtÿt理解w}�2

採用Ā年目{¹ă年目まw~職員

第ÿ回0令和ă年ÿo11日û12日
第Ā回0令和ă年ĀoĀ日ûā日

87人

研修科目 時間u
講0000000000師



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0
一般社団法人
日本経営協会0講師

四 ッ 柳 茂 樹

20

受講者{¹の感想û意見等

ûアイ÷アの発想法{¹企�書の作成~wの一連の流¼²1Àûü÷ワü¿演習²行いz|
0¹学ぶこx|w}�のw1xv²p意義z研修内容ww�2
û理論x実践|いい配分w組�合わさs�研修wあº1身{zs�x感xvい~y2
ûÀûü÷ワü¿²多く実施y»こx|w}1他市�村の職員の方x情報交換や様々z意見
0{触¼»こx|w}�のw良{s�2
û実際の企�書²作成y»~wの流¼{そsv研修|yy³��±1実際の作業²イñü¸
0wやy{s�2
ûアイ÷アの出w方や実際の企�への持svい}方{tいv1座学w学³w演習w活{yx
0いう形の繰º返w�s�のw1実感²持sv学ぶこx|w}�2

研修講座名 企画力開発　研修講座

企�立案の核xz»発想法²学び1企�立案能力²養うこx{¸º1企�担当xw
vの職務遂行能力の向上²図»2

採用Ā年目{¹10年目~wの職員

第ÿ回0令和ÿ年12o19日û20日
第Ā回0令和Ā年ÿo24日û25日

アイ÷ア発想の準備xそのポイ
ンø
日常{¹鍛え»アイ÷ア発想力
７tのアイ÷ア発想法
アイ÷ア発想{使え»様々zõ
üüðワü¿
アイ÷アのöラッ·ュアッ÷の
�±{
アイ÷ア²企�{y»方法
アイ÷アの~x±方
企�書作成のポインø
実現性の高い企�{y»�±{
企�書作成演習
企�書発表x研修の振º返º

67人

研修科目
講00000師

時間数



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0

株式会社
総合防災ソúュü·ョン
0000000000顧問

佐藤0喜久Ð

21

研修講座名 災害に関する危機管理　研修講座

講義 災害{関y»危機管理
現行防災制þ~要ù
災害~質的変化x防災対策~考
え方
重要対策~要ù
災害対策本部活動x~備え
講義まx±
Ï例研究û課題検討
Ï例研究
課題検討
Ï例研究û課題検討まx±

受講者{¹~感想û意見等

û基礎的z内容{¹1Àûüプワü¿やĀＵÿzyw幅ßい内容を学ぶこx|w}1xv²
0ú{z»研修wし�2
û災害{対y»漠然xし�´メü¸|少しzt明確{zs�研修wし�2
û本市~yyv~職員|受け»y}講ÿ内容�s�x思いまし�2
û災害時~自治体職員~役割x1共助~重要性を認識w}»良い研修�s�x思いまy2
û今後~職務{活用w}»p意義z研修wし�2
û他市1他部署~方x~意見交換�xv²参考{zºまし�2
û大変勉強{zºまし�2今後1非常{役立t内容�x確信しvいまy2
û全ß的{防災研修û訓練|大変重要wあ»こx|改±v理解w}まし�2
û実際{災害|来v{¹w�戸惑う内容を1今回演習w学y�こx|良{s�wy2
û他市�村~方x~Àûüプワü¿|xv²勉強{zºまし�2顔~見え»関係|ß域w作
0¹¼»x良いx思いまy2
û防災部局ï外~職員²受け»y}研修wあ»x思う2
û所属{帰º1地域防災計�を見直しv1課内等xフ³üドバッ¿w}¼�x考えvいま
0y2

市�村等~職員{対し1現行防災制þ{関y»基礎的知識~向上x自然災害発生時
{zけ»応急対策活動{係わ»実務能力~向上を図»xx²{1全ß横断的z活動
体制構築~重要性{tいv意識~向上を図»2

全職員

第ÿ回0î和４年12oÿ日ûĀ日
第Ā回0î和４年12o15日û16日

49人

研修科目 時間数
講0000000000師



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

22

研修講座名 コーチング　研修講座

管理監督者の責務û役割²再認識y»xxも{1個人|内面{持t可能性²引}
出w1や»気x成長²支援w1真{自発的z職員²育成y»コüñングの手法²
修得y»2

講0000000000師
研修科目 時間数

第ÿ回0ð和４年11月18日
第Ā回0ð和４年11月28日

受講者{¹の感想û意見等

û自分自身²知»良い機会{zº~w�2他者の方{¹の気付}もい��}学び|多{s�
0wy2
ûúüðüxwvの視野|拡|º~w�2今後1様々z場面w実践wvい}�いwy2
ûこ¼~w漠然xw�印象w{z{s�コüñング|1こ³z{奥深いものz³�x驚}~
0w�2実務{活{wvい}�いx思い~y2
û研修²通x他市町の職員の方々x交流û情報交換w}�こxも収穫xzº~w�2
û多くの事例や他都市の状況も盛º込³wく¼�2先生の巧�z話術{引}込~¼�2Ā日
0間|あsxいう間�s�2

76人

úüðüû監督者級職員

コüñングの基礎知識
傾聴のスキû
承認のスキû
質問のスキû
実践演習

6.0
HarmonieÿハüモニアĀ
ï表

中村0真理



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0
一般社団法人
日本経営T会0講�

赤 木 邦 男

12.0

株式会社
キュüöûüツ
000000主�講�

津 田 S 也

23

受講者{¹~感想û意見等

û演習�講義�大変勉強{zº~w�2今à~業務{大変役立�~y2
û事例検討|大変多く実践w生{{»2
û弁護士さ³{¹~話|聞けv大変勉強{zº~w�2
û全v~úüÀü監督者級~職員|受講y»¸う{職場{持�帰º提案wv��い2
û時間オüバü{�{{わ¹z質問{対応wvい��}~w�2
û}�細や{z事例説明|V{ºやy{s�2
û部Ozy{�受講²yy��い2
ûV{ºやyく<目{¹鱗=~連続ww�2
ûýüû÷üインÀw実践的{学ぶこx|出来�2学³�こx²職場{持�帰sv実践w�い2

60人

研修講座名 クレüム対応ÿリüダüû監督者級Ā　研修講座

住民対応~重要性²認識y»xx�{1監督者xwv~立場{¹1¿üüð~対処
方法²修得y»2

úüÀüû監督者級ïN~職員

第ÿ回0î和ÿ年11月10日û11日
第Ā回0î和Ā年ÿ月16日û17日

0第Ā回1
�x�{
CSÿ住民満足Ā²考え»
¿üüð�組織~財産{z»
CS�ES{¹
近年~¿üüð~増加{tいv
¿üüð~種類
¿üüð対応~基本姿勢
¿üüð対応~6t~基本手順
¿üüð~体験ワü¿ÿÿ事例対応Ā
ÿ日目~復習
¿üüð対応~āt~基本手順
¿üüð~体験ワü¿Āÿ事例対応Ā
CSòüド{¹RMòüド~Wºÿえ
¿üüð~組織対応
~x�

0第ÿ回1
CSÿ住民満足Āx¿üüð
最近~¿üüð~傾向V析
¿üüð¿イ÷別~対応方法
¿üüð事例演習～基礎演習～
¿üüð対応~基本手順ÿ初期対応Ā
¿üüðx法ß基礎
¿üüð事例演習～窓口w¸くあ»¿üü
ð～
¿üüð事例演習～応用編～<コン÷ùイ
アンス|絡�組織対応|必要zÁüス=
¿üüð事例演習～応用編～<高学歴¿
üüマü対応=
¿üüð対応xñン¿ûøûス

研修科目 時間数
講0000000000�



目0標

対0象

実施日

修Î者

所属0û0職 氏0000]

6.0

株式会社
行政þネ¸メント研究所
00000000委嘱講師

尾﨑 健一

24

ûメン¿û{関y»知識1職員~休職や復職{際しv配慮yy}sx1コÿュニケü·ョン
  ~Ö滑化1セûフケア等1必要zsxを包括的{学び1理解y»sx|w}�2
û部O~立場{¹~メン¿ûøû¹xN司~立場{¹~メン¿ûøû¹1更{本人~��~
  メン¿ûøû¹xV{ºやy�講義しvい��い�2
û現在1休職中~部O|い»~w活用w}»x思い~y2
û管理職ûúüÀü~役割1ハù¹メント防止1傾聴{¸»コÿュニケü·ョン等々1y�
  {×º組�そうz気|し�2
ûúüÀüxしv自身~視Þを広r1考え方を¹テッ÷アッ÷u{»sx|w}�2
û専門的z用語�少z�1Î備知識をあ~º必要x{z{Ø講w}�22
ûy~自治体�メン¿û不調を抱え»職員|いv1\様~悩�や問題を抱えvい»中w~講
  義xそ~Õ容を踏~え�意見交換|w}�sx|良{s�2
ûメン¿ûøû¹{tいv1改�v知識を深�»sx|w}�2日t½~コÿュニケü·ョ
  ンを深�1意見をz互い{言いやyい風通し~良い職場{しvいsうx1大Wzsx{気
  u{u¼�充実しv研修wあs�2
ûメン¿ûøû¹~問題�1不調~職員x\等{周ö~職員{対y»ケア�Ý要�x思い~
  y2そs{焦点を当v�Õ容を盛º込�»x1更{実践性|N|»x思い~し�2
û今回~研修~続編や1精神疾患~症状tx~傾向zy1¸º専門的z研修|開催u¼¼�
  Ø講し�い2
ûハù¹メント~類型{tいv細V化し�研修|あ»x良い2
ûÿ療休者を抱え»Ā所属Õ~他~職員x~対応方法{tいv�教えvい��}�{s�2

Ø講者{¹~感想û意見等

¹トü¹社会~現状を知»
¹トü¹を振º返»
メン¿ûøû¹対応
0～管理職~役割～
職場~メン¿ûøû¹
0～最近~事情～
必要zコÿュニケü·ョン
セûフケア{必要zsx
~x�x質疑応答

研修講座名 メンタルヘルス研修講座

メン¿ûøû¹対策�úüÀü職員û管理監督者{求�¹¼»Ý要z課題xzsv
い»2メン¿ûøû¹{tいv~理解x適Wz対処法{tいv学び管理能力~向N
を÷»2

88人

研修科目 時間数
講0000000000師

úüÀüû監督者級ïN~職員(部課長級職員含�)

第ÿ回  î和５年Ā月15日
第Ā回  î和５年Ā月16日



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0

株式会社
行政マネ¸メント研究所

0000第ÿ回1専任講師

0000第Ā回1専任講師

加藤 雅史

松浦 隆久
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受講者{¹~感想û意見等

ûマネ¸メント{対y»考え方{¹学ぶこx|w}1p意義z研修�っ�x思い~y2一度
0{全vを実践y»こx�難wいx思う~w1や¼»こx{¹始±vい}�いx思い~y2
û<再任用者û定年延長者~受入=xいうテüマ~講義w�1xv²多く~学び|あº1今
0後生{wvい}�いx考え�2
ûこ¼~w漠然xwvい�部分|1明確{zっ�x感x»2
ûÀルüプワü¿やペアワü¿|多く1à団体~方~z話|聞け�~�xv²参考{zっ
0�2
ûマネ¸メントx�1<人をう~く利用wvß事を効率¸く遂行させ»こx=�x思っvい
0~w�|1<組織目標を達成y»�±{行うß組�uくº=xいうこx|分{º~w�2
û戦略策定~過程を共pwv目標{向{っv行くこx1次世ï~育成をy»こx|組織{
0xっv必要wあ»こxを学びp意義ww�2

研修講座名 マネジメント研修講座

ﾏﾈｼĀﾒÿﾄへ~理解を深±»
戦略~ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ<戦略~策定=
事業~ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ<Ý点事項~選定=
事業~ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ<事業~¹¿ラップ=
ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ~時間を確保y»
職員~ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ<部門~育成方法~最
適化=
職員~ﾏﾈｼĀﾒÿﾄ<次世ï育成=

再任用者û定年延長者~受入
期待役割~言語化
期待役割~発揮~支援
職場~課題{対y»行動計画

管理者xwv1必要z幅広い視Þx識見を養うこx{¸º1先見性~あ»管理運営
能力~向上を図»2

部課長級職員

第ÿ回0ð和４年10o31日û11oÿ日
第Ā回0ð和４年11oÿ日ûĀ日

55人

研修科目 時間数
講0000000000師



ÿ２Ā講師養成研修

庁内講師養成　研修講座

目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0
元 ＮＨＫ
   エÀゼ¿ö³ö²úウンサü

大 澤 肇

26

受講者{¹~感想û意見等

û技術的z内容{加え1受講者²や»気{u{»�±~細{zö¿ûó¿²学ぶsx|w
0}1大変p意義z研修xzっ�2今後1口述²¯~z{ë分~言葉w®明|w}»¸う
0{1内容²整理wv²ウø÷óøy»øüüûンÀ²w�いx思う2ë分~成長{繋|»
0研修xzº~w�2あº|xうtvい~w�2
û普段ë分|意識wvいzい話w方~癖や1話w言葉~コô²知»sx|w}~w�2
0~�1ほ{~団体~方々x²意見交換²y»sx|w}1大変貴重z時間²過tysx|
0w}~w�2s~研修w学³�sx²生{y�±{1日tろ~話w方{¹意識wv変えv
0いsうx思い~y2あº|xうtvい~w�2
û今回~講義w1ë分|今~w話w�い事²先行wv話wvい�~w1教わっ�ýジó¿²
0基{話y内容²構成wvいsうx思え�2w}»w}zい�別xwv1~z�意図的{使
0う言葉や1話~組�立v²wvé��い2

講義~基本
話wsx�~基本
実践！講義øüüûンÀ
ÿビ÷オ収録ÿ回目Ā
視聴û検討
ÿ日目~復習
実践！講義øüüûンÀ
ÿビ÷オ収録Ā回目Ā
視聴û検討
~x±û質疑応答

第ÿ回0令和４年11o24日û25日
第Ā回0令和４年12oÿ日ûĀ日

研修講座名

17人

研修科目 時間数
講0000000000師

庁内講師xwv1必要z基礎知識及び技能²修得y»sx{¸º1職員研修~充実
促進²図»2

研修~講師xz»職員



ÿ３Ā専門実務研修

目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

12.0
株式会社~·うせい
法制執務û文書事務研修講師

松 尾 弘 子

27

94人

講00000師

受講者{¹~感想û意見等

û法制執務~基礎²一{¹学ぶsx|w}1大変p意義z研修xzºまw�2
û今まw受講w�研修~中w²1最²為{zっ�xいっv²過言w�zい�¹い公務員xw
0v~知識²学ぶsx|出来�x思う2練習問題²通w1自分~理解|ま�ま�足ºvいz
0いsx²分{っ�~w1今後1文書法制{係»課{所属w1是非知識²深±�い2
û法制執務x�何{xいうsx{¹学ぶsx|w}1xv²充実w�研修{zっ�x思う2
0実際{条例改正1要綱~改正²行う際1本研修w学³�内容²活{wvい}�い2
û初±�基礎的z内容�x思いまw�|1Àルüプワü¿~中w基本的z部分w²見落xw
0|多�1基礎~確認x応用ÿ実務的z考え方Ā²学ぶsx|w}1s¼まw~知識~再確
0認²含±v実º~あ»充実w�研修xzºまw�2
û班tx{一部改正~方法|違い勉強{zºまw�2Àルüプワü¿²y»sx{¸º1情
0報|共pw}理解度|深�zºまw�2
û業務上1法制執務{携わ»機会|増えv}vい»中w1s~¸うz研修²受講uせvい�
0��機会�大変貴重ww�2

研修科目 時間数

�x±{
法~種類
法î文~表現
演習ÿ表現Ā
法~形式
法~構成
一部改正
演習ÿ形式＆一部改正Ā

研修講座名 法制執務ÿ基礎Ā　研修講座

条例û規則~立案û改廃û改正実務{必要z知識²修得w1法制執務能力~向上²
図»2

法制執務~基礎²学ぼうxy»採用ÿ年目ï上~職員

第ÿ回0î和４年11oĀ日ûĀ日
第Ā回0î和４年11o21日û22日



目0標

対0象

実施日

修了者

所属0û0職 氏0000名

6.0

行政書士Ï務所
エムツüコンサルタントï表
特定行政書士û総合補償士

門 間 勝

6.0
髙畠不動産鑑定Ï務所
不動産鑑定士

髙 畠 祐 Ð

6.0

司法書士法人
横浜中央法務Ï務所
ï表社員所長0司法書士

佐 藤 純 通

6.0
N般社団法人 日本経営協会
講師0税理士

東 祥 太 朗

28

研修講座名 用地担当職員　研修講座

û４日間~講義あº|xうtvい~wた2用地Ï務{tいv1基礎を²うNþ考え»良い機
0会{zº~wた2用地{配属u¼v１年未満wy|1用地~経験|浅くv²非常{わ{º
0やyい講義wあsたx感x~y2今回~研修を生{w}¼»¸う{日々業務{向}合sv
0い}たいx思い~y2
û講師~方たち�1図を使svわ{ºやyく1O寧{教えv²¹え»~w大変勉強{zº~
0wた2テキスト�職場{戻sv²使用w}»~w1今後~業務{活{wvい}たいx思い
0~wた2
û用地担当職員講ÿx~sxwwた|1市税滞納整理業務{²役立t内容�{ºw1受講w
0v大変¸{sたwy2来年þ²機会|あº~wた¹1不動産~鑑定評価を受講wv�たい
0x思い~wた2あº|xうtvい~wた2

用地関係Ï務を遂行y»た±{必要z知識を修得y»sx{¸º1職務遂行能力~
向上を図»2

用地関係Ï務~基礎を学ぼうxy»職員

ð和４年11月14日û15日û16日û17日

78人

研修科目 時間数
講0000000000師

用地Ï務

不動産~鑑定評価

不動産登記

用地買収~税制þ

受講者{¹~感想û意見等



目0標

対0象

実施日

修Î者

所属0û0職 氏0000名

12.0
p限責任監査法人 トüマô
0           00公認会計士

十 Ð 壮 志

0

29

研修講座名

時間数

水道Ï業や病院Ï業等公営企業~根本基準や経営{関す»Ï務処理{tいv基礎的
z知識を身{付け1実務遂行能力~向上を図»2

公営企業会計　研修講座

第ÿ回0令和４年12oÿ日ûĀ日
第Ā回0令和４年12o13日û14日

57人

受講者{¹~感想û意見等

û初学者w²分{ºやすいテキストx講義内容w分{ºやす{s�2
û様々z内容{tいv知»こx|w}�2
û普段使svい»用語等~意味を¸うやく知»こx|w}�2
û公営企業会計x~移行前{学ぶ内容w良{s�2
û伝票作成1Î算資料作成{大変役立t内容wし�2財務諸表~各項目~理解|w}�2
û基礎的z知識{¹学ぶこx|w}1自分~¸うz初学者w²理解しやすい内容�s�2
û初±v複式簿記{触¼»職員{xsv1日々~会計業務|y~¸う{行わ¼vい»{1
  基礎{¹学y»研修w大変p意義�x思う2
û習熟度別{分け�ほう|良い~w�2Ā日間w行う{�内容|膨大w講師~方²ペüス配
  分|難しそうwし�2

公営企業経営改革~全体像
地方公営企業法~概要
官庁会計û企業会計x~相
違点
損益計算書û貸借対照表~
意義
複式簿記x�
仕訳x�
発生主義x�
地方公営企業会計制度見直
し~概要
キャóシュûフロü計算書
~作成方法
公営企業会計{zけ»Î算
経営戦略~見直しx抜本的
z改革~検討

講0000000000師

公営Ï業{在職又�公営Ï業{関わ»業務{従Ïす»実務経験年数Ā年未満程度~
職員

研修科目
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0令和３年度と同様1休止した2

ÿ４Ā研修助成

地域別研修助成



市 町 村 職 員
中 央 研 修 所

全 国 市 町 村
国 際 文 W
研 修 所

国 土 交 通
大 学 校

全 国 建 設
研修センター

川 崎 市 6 3 9

相 模 原 市 47 1 3 51

横 須 賀 市 13 1 4 18

平 塚 市 13 4 17

鎌 倉 市 1 1

藤 沢 市 5 5

小 田 原 市 7 1 8

茅 ヶ 崎 市 3 1 4

逗 子 市 9 9

三 浦 市 2 1 3

秦 野 市 6 2 6 14

厚 木 市 12 8 20

大 和 市 11 1 1 13

伊 勢 原 市 1 1

海 老 名 市 3 1 4

座 間 市 1 1

W 足 柄 市 1 5 6

綾 瀬 市 6 3 9

葉 山 町 2 2

寒 川 町 2 2

大 磯 町 0

二 宮 町 0

中 井 町 1 1

大 井 町 0

松 田 町 0

山 X 町 0

開 成 町 0

箱 根 町 1 1

真 鶴 町 0

湯 河 原 町 0

愛 川 町 2 2

清 川 村 1 1

合 計 151 10 6 35 202

※0受講者数�1市町村振興W会が助成した市町村ごx~総数wす2

市 町 村 名

受講助成者数ÿ人Ā
受講助成者
合計ÿ人Ā

中央研修所等受講助成実績
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ÿ　令和Ā�þ市�村別研修講ÿ修了人員一覧表

講師養成研修

新採用 初級職員 管理者

新

採

用

職

員

住

民

対

応

ÿ

接

　
遇

Ā

企

�

力

開

発

災

害

に

関

す

る

危

機

管

理

コ

ー

Á

ン

À

¿

ü

ー

ð

対

応

(

ú

ー

À

ー

û

監

督

者

級

)

ñ

ン

¿

û

ヘ

û

¹

マ

ネ

¸

ñ

ン

ト

1 川 崎 市 5 7 10 4 9 7 1 1 5 3 11 63

2 相 模 原 市 4 5 2 3 6 4 1 5 9 3 42

3 横 須 賀 市 5 8 4 2 3 4 1 2 5 3 2 39

4 � 塚 市 5 7 6 7 6 7 6 1 5 3 53

5 鎌 倉 市 1 3 1 4 5 7 21

6 藤 沢 市 4 1 1 1 1 1 1 11 21

7 小 田 原 市 7 2 4 6 10 29

8 茅 ヶ 崎 市 4 3 3 7 3 7 3 5 4 3 42

9 逗 子 市 4 1 7 1 5 1 19

10 O 浦 市 5 1 1 6 2 7 1 3 1 1 28

11 秦 野 市 2 1 1 2 1 1 3 11

12 厚 木 市 1 1 1 1 2 1 1 2 10

13 大 和 市 1 5 5 2 1 4 1 2 1 4 26

14 伊 勢 原 市 2 2 2 2 2 1 6 4 21

15 海 老 ] 市 4 2 2 1 5 1 1 4 20

16 ÿ 間 市 5 4 1 3 3 1 1 5 3 1 27

17 南 足 柄 市 2 1 1 1 1 2 4 1 13

18 綾 瀬 市 5 1 1 4 1 1 4 1 1 19

57 50 37 40 47 68 25 10 62 64 44 504

19 葉 山 � 17 1 4 1 1 3 1 28

20 寒 川 � 7 2 1 1 2 2 1 1 17

21 大 磯 � 10 5 9 2 2 2 3 2 4 39

22 Ð 宮 � 10 4 2 1 6 2 1 3 1 3 1 4 38

23 中 井 � 2 1 1 1 1 1 1 8

24 大 井 � 1 1 1 3

25 松 田 � 3 1 1 1 5 1 12

26 山 北 � 12 2 5 2 6 2 29

27 開 成 � 4 5 2 1 1 1 2 1 17

28 箱 根 � 10 1 7 6 5 2 1 32

29 真 鶴 � 20 3 4 2 4 2 4 1 4 44

30 湯 河 原 � 19 3 1 23

31 愛 川 � 15 3 1 3 5 4 2 1 1 2 1 38

32 清 川 村 5 1 1 1 2 1 3 2 16

134 30 17 9 33 11 18 29 7 32 12 12 344

134 87 67 46 73 58 86 54 17 94 76 56 848

33 秦野市伊勢原市環境衛生組合 1 1 1 3

34 高 ÿ 清 掃 施 設 組 合 2 1 3

35 足 柄 P 衛 生 組 合

36 ß 域 大 和 斎 場 組 合

37 市�村職員退職手当組合

38 ß 域 水 道 企 業 団 1 1 2 1 5

39 市 � 村 職 員 共 済 組 合 2 1 1 1 5

40 神 奈 川 県 市 長 会

41 足 柄 東 部 清 掃 組 合

42 後期高齢者医療ß域連合

43 神 奈 川 県 � 村 会

44 �村情報·¹テð共\Ï業組合

45 厚 木 愛 甲 環 境 施 設 組 合

2 3 3 2 2 1 2 1 16

136 87 67 49 76 60 88 55 17 94 78 57 864

法

制

執

務

ÿ

基

礎

Ā
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小

　
　
　
計

一部Ï務組合計

市計
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１ÿ公財Ā神奈川県市町村振興協会研修施設ÿ振興協会研修センターĀ概要 

 

○ 施設の概要 

 

所     在   横浜市栄区小菅ö谷Ā－ā－Ā 

          本郷Ā駅前県市等合同施設内 

 ÿＪＲ京浜東X線û根岸線<本郷Ā駅=下車徒歩Ą分Ā 

合同施設~概要   敷地面積 約āĄ,ÿÿÿ㎡ 

施設全体~延床面積 約ā９,ÿÿÿ㎡  

合同施設~構成   神奈川県立地球市民{z|わ÷ù¶ÿあüすw¹vĀ 

横浜市栄区民文W»ンタüÿúú¹Ā 

神奈川県職員キャú²開発支援»ンタü 

公益財団法人神奈川県市�村振興協会研修課 

専 用 面 積   約９ĀĀ㎡(合同施設~うち研修棟Ą階部分) 

施 設 ~ 内 容   ĄÿĀ研究室   Āă席 

Ąÿā研修室  Āÿÿ席 

ĄÿĂ討議室   āĄ席 

Ąÿă討議室   āĄ席 

ĄÿĄ討議室   āĄ席 

Ąÿą討議室   āĄ席 

うち1ĄÿăûĄÿĄ討議室�1¹ù´÷³ンÀû¶ォüû  

を開}連結す¼�1Ąą席~研修室xwv使用|ÿ能2 

事務室 Ă階 

 

○ ＡＶ機器の概要 

 

Ąÿā研修室 (Āÿÿ席) 

ú²式÷ý¸·¿タü{¸»パ½コン÷ü¼ンöü·ョンû  

öûüü´ûＤＶＤ及び書�装置|使用ÿ能2 

ĄÿăûĄÿĄ連結研修室 (Ąą席) 

液晶÷ý¸·¿タü{¸»パ½コン÷ü¼ンöü·ョン及び書�装置|

使用ÿ能2 

 

○ 市町村への施設提供 

市�村研修支援~一環xwv1研修室~市�村x~無償貸出を行っvいます2   

申込�Ăõ月前{¹wす2 

 

 

 

 

 

 

 



ÿ単位：人Ā

昭和47�～
�成29� 30 31/R1 R2 R3 R4

�成30�～
令和4�

新採用職員 4,771 新採用職員 209 218 230 136 793

職員初級 3,938

職員中級 5,014

新任監督者ÿÿÿĀĀ 3,438

現任監督者 1,102

女性管理監督者 243

管理者(課長級Ā 2,964

管理者(部長級Ā 1,100

管理者特別 262

住民対応ÿ入門Ā 198 住民対応ÿ入門Ā 0

124 住民対応ÿ接遇Ā 99 81 40 87 307

法制執務ÿ入門Ā 249 法制執務ÿ入門Ā 0

企�力開発 798 企�力開発 80 72 67 219

コÿュûÁü·ョン¹キû²ッ÷ 696 コÿュûÁü·ョン¹キû²ッ÷ 127 122 249

÷³ùüø 372

政策形成þ´ンù 101

÷ü¼ンöü·ョン 1,121 ÷ü¼ンöü·ョン 87 73 160

¿´Āþネ¸āンø 489 ¿´Āþネ¸āンø 102 107 209

0 行政µüó¹ÿやさしい日本語Ā 98 98 196

住民との協働 1,274 住民との協働 103 83 46 232

コüÁンÀ 1,350 コüÁンÀ 105 98 75 76 354

目標によるþネ¸āンø 564 目標によるþネ¸āンø 30 44 74

住民対応ÿúüÀüû監督者級Ā 369 住民対応ÿúüÀüû監督者級Ā 0

114 ¿üüĀ対応ÿúüÀüû監督者級Ā 119 95 52 60 326

住民対応ÿ¿üüĀ対応Ā 284

接遇û住民対応 106

住民対応a 212

住民対応b 379

住民対応ÿ一般職員Ā 460 住民対応ÿ一般職員Ā 0

110 ¿üüĀ対応ÿ一般職員Ā 117 121 238

職場研修ÿＯÿĀĀ 302 職場研修ÿＯÿĀĀ 76 81 157

þネ¸āンø 836 þネ¸āンø 70 57 38 55 220

自治»ÿúü 614 0

āン¿ûøû¹ 637 āン¿ûøû¹ 141 111 88 340

āン¿ûøû¹ÿúüÀü職員級Ā 167 āン¿ûøû¹ÿúüÀü職員級Ā 0

āン¿ûøû¹ÿ管理û監督者級Ā 75 āン¿ûøû¹ÿ管理û監督者級Ā 0

接遇 270 0

災害に関する危機管理 75 災害に関する危機管理 66 49 115

災害に関する危機管理ÿ基礎Ā 235 災害に関する危機管理ÿ基礎Ā 50 47 97

災害に関する危機管理ÿ応用Ā 230 災害に関する危機管理ÿ応用Ā 67 47 114

災害に関する危機管理ÿ地域版Ā 116 災害に関する危機管理ÿ地域版Ā 0

災害危機管理研修ÿ出張型Ā 1,035 災害危機管理研修ÿ出張型Ā 0

管理職のためのĀĀÿﾆÿｰｼĀÿûÿﾈｼĀﾒÿﾄ 37 管理職のためのĀĀÿﾆÿｰｼĀÿûÿﾈｼĀﾒÿﾄ 0

_　　　計 36,831 _　　　計 1,680 1,555 3,235

ß内講師 1,852 ß内講師養成 42 34 17 93

職場研修指^者 1,084

接遇指^者 147

接遇研修指^者養成 838 接遇研修指^者養成 19 8 27

監督者研修指^者養成 197

監督者研修指^者研究会 24

公務員倫理研修指^者養成 67

パ½コン研修指^者養成 75

_　　　計 4,284 _　　　計 61 42 103

法制執務 3,012

138 法制執務ÿ入門Ā 137 96 119 352

法制執務ÿ基礎Ā 812 法制執務ÿ基礎Ā 174 149 109 94 526

法制執務ÿ応用Ā 220 法制執務ÿ応用Ā 36 29 65

財務担当職員 2,782

財務事務 1,320 財務事務 140 131 192 463

税務職員 6,976

税務職員ÿ徴収基礎Ā 494 税務職員ÿ徴収基礎Ā 61 54 115

税務職員ÿ徴収実務Ā 271 税務職員ÿ徴収実務Ā 40 59 99

税務職員ÿþ定資産税Ā 724 税務職員ÿþ定資産税Ā 97 101 108 306

税務職員ÿ市�村民税Ā 740 税務職員ÿ市�村民税Ā 98 94 88 280

用地担当職員 3,478 用地担当職員 145 132 115 78 470

土木技術担当職員(道路Ā 750 0

土木技術担当職員(O水道Ā 606 0

土木技術担当職員(公園緑地Ā 272 0

建築技術担当職員 424 0

ÿ単位：人Ā

研修講ÿ] 研修講ÿ]

一
般
研
修

基
本
研
修

２　講座別研修修了人員一覧表
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成
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昭和47�～
�成29� 30 31/R1 R2 R3 R4

�成30�～
令和4�研修講ÿ] 研修講ÿ]

民法 3,036 民法 142 134 276

行政法 1,208 行政法ÿ全般Ā 79 62 141

地方自治法 521 地方自治法 0

0 地方自治概論 96 88 184

地方自治の現状と法 370 地方自治の現状と法 30 17 47

企�力開発 575 0

政策形成þ´ンù 222 0

パ½コン 1,590 0

ÿ際化理解 148 0

政策形成 110 0

管理者Ｏÿ 56 0

公営企業担当職員 37 0

コンôュü¿ 215 0

都市行政 173 0

Āÿ法講習会 13 0

»¿ü¿úü 30 0

会議の進め方 9 0

女子職員 96 0

政策法務 442 政策法務 31 17 48

コüÁンÀ 70 0

÷³ùüø 41 0

法学概論 671 法学概論 51 43 94

行政争訟法 914 行政争訟法 62 53 115

½õø¶·²開発 169 0

統計事務 76 0

統計概論 1,032 統計概論 160 134 294

簿記 873 簿記 0

公会計制þ 166 公会計制þ 0

160 簿記û公会計制þ 0

65 公会計担当職員 53 55 108

公営企業会計 77 57 134

ß報企� 169 ß報企� 31 29 60

情報»キュúö³ 701 情報»キュúö³ 30 18 48

研修担当職員 330 研修担当職員 35 25 60

_　　　計 37,307 _　　　計 1,728 1,520 0 1,355 864 5,467

ÿ単位：人Ā

昭和47�～
�成29� 30 31/R1 R2 R3 R4

�成30�～
令和4�

õ±·úöü·ョン 0

女性職員キăú²²ッ÷ 79 79

úüÀü·ッ÷ 0

業務改善 0

意識向N(ĂÁùü·ョン²ッ÷Ā 0

ú¹¿þネ¸āンø 0

整理力向N 150 150

事業¹¿ùッ÷ 197 125 322

_　　　計 _　　　計 347 204 551

政策形成 350

法学概論 305

地方自治法 333

行政手続法 120

行政法 103

行政訴訟 112

民法Ā 365

民法ā 132

民法Ă 91

法制執務 81

企業会計 186

÷¶´ン 158

話し方 156

経済学 95

経営学 105

財務会計 82

自治体と法 218

ß報企� 205

÷ü¼ンöü·ョン 118

地方自治の現状と法 286

簿記会計 100

簿記と公会計 186

政策形成演習 182 政策形成演習 18 14 32

研修講ÿ] 研修講ÿ]

専
門
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修
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門
実
務
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修
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\
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昭和47�～
�成29� 30 31/R1 R2 R3 R4

�成30�～
令和4�研修講ÿ] 研修講ÿ]

政策÷³ùüø演習 34

_　　　計 4,103 _　　　計 18 14 32

ワüù(基礎Ā 405 ワüù(基礎Ā 0

ワüù(応用Ā 817 ワüù(応用Ā 0

ワüùÿ業務þûュ²û作成Ā 50 ワüùÿ業務þûュ²û作成Ā 62 60 122

¸¿»û(基礎Ā 1,096 ¸¿»û(基礎Ā 0

¸¿»û(応用Ā 1,780 ¸¿»û(応用Ā 0

78 ¸¿»ûÿþ¿ýĀ 0

²¿»¹(基礎Ā 1,711 ²¿»¹(基礎Ā 0

²¿»¹(応用Ā 749 ²¿»¹(応用Ā 0

パワüý´ンø活用(基礎Ā 660

パワüý´ンø活用(応用Ā 181

パワüý´ンø活用 359 パワüý´ンø活用 0

´ン¿üネッø 9

ûüĀúü¸作成ÿ(基礎Ā 421

ûüĀúü¸作成ÿ(応用Ā 177

ûüĀúü¸作成ĀÿＨĀĂāĀ 76

ûüĀúü¸作成ā(基礎Ā 23

ûüĀúü¸作成ā(応用Ā 26

ｅùüûンÀÿワüù基礎Ā 308 ｅùüûンÀÿワüù基礎Ā 0

ｅùüûンÀÿワüù応用Ā 306 ｅùüûンÀÿワüù応用Ā 0

ｅùüûンÀÿ¸¿»û基礎Ā 563 ｅùüûンÀÿ¸¿»û基礎Ā 0

ｅùüûンÀÿ¸¿»û応用Ā 595 ｅùüûンÀÿ¸¿»û応用Ā 0

ｅùüûンÀÿ²¿»¹基礎Ā 294 ｅùüûンÀÿ²¿»¹基礎Ā 0

ｅùüûンÀÿ²¿»¹応用Ā 119 ｅùüûンÀÿ²¿»¹応用Ā 0

ｅùüûンÀÿパワüý´ンø活用Ā 256 ｅùüûンÀÿパワüý´ンø活用Ā 0

ｅùüûンÀÿûüĀúü¸作成Ā 6

_　　　計 11,065 _　　　計 62 60 122

行政課題研究 114

特定行政課題調査研究 20 特定行政課題調査研究 0

政策形成実践研究 40 政策形成実践研究 0

課題öüþ別調査研究ÿ海外Ā 115 課題öüþ別調査研究ÿ海外Ā 0

課題öüþ別調査研究ÿÿ内Ā 28 課題öüþ別調査研究ÿÿ内Ā 0

_　　　計 317 _　　　計 0

自治啓発»ÿúü 1,700 自治啓発»ÿúü 0

_　　　計 1,700 _　　　計 0

地域別研修 8,649 地域別研修 885 710 1,595

�村職員研修会 10,982

研修企�担当者研修会 732

自主企�研修 139

_　　　計 20,502 _　　　計 885 710 1,595

幹部職員»ÿúü 319

地域別課題研修会 553

接遇研修 327

市�村交流職員研修 200

āÿ周�記念事業 152

ºü÷ûンÀõ¹üùĀ 106

_　　　計 1,657

監査事務特別»ÿúü 76

職場管理講習会 1,108

行政管理講習会 927

_　　　計 2,111

120,437 4,781 4,105 0 1,355 864 11,105
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３　市町村別研修修了人員一覧表

30 31/R1 R2 R3 R4

1 横 浜 市 412 1,058 1,470

2 川 崎 市 2,175 892 3,822 6,889 388 263 89 63

3 相 模 原 市 1,698 641 3,100 5,439 172 150 72 42

4 横 須 賀 市 1,813 619 3,100 5,532 213 182 51 39

5 � 塚 市 1,135 536 2,712 4,383 198 188 71 53

6 鎌 倉 市 817 618 1,619 3,054 127 100 35 21

7 藤 沢 市 989 422 1,671 3,082 142 135 18 21

8 小 田 原 市 1,400 835 2,574 4,809 171 136 48 29

9 茅 ヶ 崎 市 1,098 559 3,173 4,830 160 159 61 42

10 逗 子 市 1,395 753 1,796 3,944 111 87 24 19

11 O 浦 市 1,387 713 1,525 3,625 95 72 40 28

12 秦 野 市 1,381 462 2,018 3,861 146 113 25 11

13 厚 木 市 1,655 717 2,024 4,396 109 79 17 10

14 大 和 市 1,266 743 3,372 5,381 230 202 19 26

15 伊 勢 原 市 897 195 1,240 2,332 65 55 43 21

16 海 老 ] 市 1,840 563 1,683 4,086 94 67 53 20

17 座 間 市 1,487 487 1,957 3,931 117 102 30 27

18 W 足 柄 市 803 318 1,230 2,351 68 41 29 13

19 綾 瀬 市 1,482 238 1,681 3,401 131 127 31 19

20 葉 山 町 1,416 455 1,021 2,892 68 68 64 28

21 寒 川 町 2,059 606 2,025 4,690 175 177 90 17

22 大 磯 町 1,106 259 1,535 2,900 200 165 46 39

23 Ð 宮 町 1,269 334 1,523 3,126 95 92 57 38

24 中 井 町 699 255 548 1,502 34 56 15 8

25 大 井 町 1,185 233 521 1,939 15 28 11 3

26 松 田 町 880 140 930 1,950 69 48 24 12

27 山 北 町 746 145 667 1,558 40 36 31 29

28 開 成 町 683 270 972 1,925 85 73 33 17

29 箱 根 町 1,423 458 1,032 2,913 69 72 25 32

30 真 鶴 町 516 61 410 987 33 29 41 44

31 湯 河 原 町 1,111 294 712 2,117 79 86 59 23

32 愛 川 町 2,103 618 1,427 4,148 108 99 44 38

33 清 川 村 581 111 494 1,186 34 31 18 16

34 城 山 町 1,532 269 90 1,891

35 津 久 井 町 1,281 463 61 1,805

36 相 模 湖 町 612 167 14 793

37 藤 野 町 717 246 44 1,007

45,049 16,753 54,323 116,125 3,841 3,318 1,314 848

38 秦野市伊勢原市環境衛生組合 16 21 66 103 6 7 2 3

39 高 座 清 掃 施 設 組 合 24 7 62 93 10 8 4 3

40 足 柄 P 衛 生 組 合 43 13 16 72 2 1 1

41 津久井郡広域行政組合 136 57 39 232

42 足 柄 消 防 組 合 119 13 88 220

43 広 域 大 和 斎 場 組 合 38 9 33 80 2 3

44 相模湖モーターボート競走組合 45 22 6 73

45 神奈川県市町村職員退職手当組合 9 4 29 42 1 1

46 神奈川県内広域水道企業団 382 134 809 1,325 19 19 6 5

47 神奈川県市町村職員共済組合 143 69 331 543 15 12 13 5

48 足 柄 東 部 清 掃 組 合 1 9 10 1

49 神 奈 川 県 市 長 会 16 16

50 神奈川県後期高齢者医療広域連合 130 130 2 24 10

51 神 奈 川 県 町 村 会 18 18 1

52 神奈川県町村情報システム共\Ï業組合 17 17 3

53 厚木愛甲環境施設組合 0 0

54 神奈川県市町村振興W会 81 81

55 そ ~ 他 59 47 4 110

1,014 397 1,754 3,165 55 77 16

46,063 17,150 56,077 119,290 3,896 3,395 1,314 864

ÿ注Ā神奈川県市長会及び神奈川県市町村振興W会~研修修了人員数�1�成15�まw�ÿそ~他Āに計Pしvいる2

直近５�間~内訳�成Ā�
～

�成15�

�成16�
～

令和３�
合計

合000000計

小計

ÿ一部Ï務組合Ā

小計

番号
昭和47�
～

�成ÿ�
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ÿ　市町村研修主管課ÿ所Ā一覧表 令和Ā年ÿ月１日現在

市�x名
研修担当主管課

(所)
電　　話 郵便番号 所　　在　　地

川 崎 市 人 w 育 成 課 044(200)3643 210-8577 川崎市川崎区宮本�Ā

相模原市 人 w 育 成 課 042(769)8332 252-5277 相模原市中央区中央ā－ĀĀ－ĀĄ

横須賀市 人 Ï 課 046(822)9692 238-0006 横須賀市日の出�Ā－Ą

平 塚 市 職 員 課 0463(21)8762 254-8686 平塚市浅間�Ĉ－Ā

鎌 倉 市 職 員 課 0467(23)3000 248-8686 鎌倉市御成�Āć－Āÿ

藤 沢 市 職 員 課 0466(50)3583 251-8601 藤沢市朝日�Ā－Ā

小田原市 職 員 課 0465(33)1242 250-8555 小田原市荻窪Ăÿÿ

茅ヶ崎市 職 員 課 0467(81)7112 253-8686 茅ヶ崎市茅ヶ崎Ā－Ā－Ā

逗 子 市 職 員 課 046(872)8137 249-8686 逗子市逗子Ą－ā－Āą

O 浦 市 人 Ï 課 046(882)1111 238-0298 O浦市城山�Ā－Ā

秦 野 市 人 Ï 課 0463(82)5120 257-8501 秦野市桜�Ā－Ă－ā

厚 木 市 職 員 課 046(225)2070 243-8511 厚木市中�Ă－ĀĆ－ĀĆ

大 和 市 人 財 課 046(260)5339 242-8601 大和市Q鶴間Ā－Ā－Ā

伊勢原市 職 員 課 0463(94)4873 259-1188 伊勢原市田中Ăăć

海老名市 職 員 課 046(235)4502 243-0492 海老名市勝瀬ĀĆĄ－Ā

座 間 市 職 員 課 046(252)7911 252-8566 座間市ýケ丘Ā－Ā－Ā

南足柄市 ÿ 務 課 0465(73)8043 250-0192 南足柄市関本ăăÿ

綾 瀬 市 職 員 課 0467(70)5607 252-1192 綾瀬市早川ĄĄÿ

葉 山 � ÿ 務 課 046(876)1111 240-0192 O浦郡葉山�堀内āĀĂĄ

寒 川 � 人 Ï 課 0467(74)1111 253-0196 高座郡寒川�宮山ĀąĄ

大 磯 � ÿ 務 課 0463(61)4100 255-8555 中郡大磯�東小磯ĀćĂ

Ð 宮 � ÿ 務 課 0463(71)3315 259-0196 中郡Ð宮�Ð宮ĈąĀ

中 井 � ÿ 務 課 0465(81)1111 259-0197 足柄P郡中井�比奈窪Ąą

大 井 � ÿ 務 課 0465(83)1311 258-8501 足柄P郡大井�金子ĀĈĈĄ

松 田 � ÿ 務 課 0465(83)1221 258-8585 足柄P郡松田�松田惣領āÿĂĆ

山 北 � 企�ÿ務課 0465(75)3651 258-0195 足柄P郡山北�山北ĀĂÿĀ－ă

開 成 � ÿ 務 課 0465(84)0310 258-8502 足柄P郡開成�延沢ĆĆĂ

箱 根 � ÿ務防災課 0460(85)9561 250-0398 足柄Q郡箱根�湯本āĄą

真 鶴 � ÿ務防災課 0465(68)1131 259-0202 足柄Q郡真鶴�岩āăă－Ā

湯河原� 庶 務 課 0465(63)2111 259-0392 足柄Q郡湯河原�中央ā－ā－Ā

愛 川 � ÿ 務 課 046(285)6968 243-0392 愛甲郡愛川�角田āĄĀ－Ā

清 川 x ÿ 務 課 046(288)1212 243-0195 愛甲郡清川x煤ヶ谷āāĀą
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